
長岡造形大学・造形学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２３１０３

基盤研究(C)（一般）

2022～2020

和釘から洋釘への転換の研究

Study on the conversion from Japanese nails to Western nails

５０２０８８５７研究者番号：

平山　育男（Hirayama, Ikuo）

研究期間：

２０Ｋ０４８８９

年 月 日現在  ５   ６   ９

円     3,300,000

研究成果の概要（和文）：　近代における和釘と洋釘の併用を踏まえ、和釘の原料とされたNail-rodの輸入開始
を英字新聞より元治元(1864)年と見出し、明治20(1887)年代に至る輸入を確認した。 洋釘の輸入は明治4(1871)
年になされたことを『横浜毎日新聞』により示し、以後、洋鉄和釘と洋釘が明治10(1877)年代後半を中心に併用
されたことを示した。
　和釘と洋釘の併用の実態は明治19(1886)年の国重文の旧中筋家住宅中蔵を検討し、和釘と洋釘が46:54の重量
比で使われたことを示した。
　洋釘の価額は元治元(1864)年の和釘に対し戦前期1/26にまで下落し、経済的要因が和釘から洋釘への転換を促
したことを示した。

研究成果の概要（英文）：　Based on the combined use of Japanese nails and Western nails in modern 
times, I found in an English newspaper that the importation of Nail-rod, which was used as a raw 
material for Japanese nails, began in 1864, and confirmed the import until the 1880s.
  The Yokohama Mainichi Shimbun reported that Western nails were imported in 1871. It was shown that
 it was used together mainly in the latter half of the 1970s. From the Nakagura of the former 
Nakasuji family residence in 1886, it was shown that Japanese nails and Western nails were used in a
 weight ratio of 46:54.The price of Western nails fell to 1/26 of the value of Japanese nails in 
1864 before the war. In other words, it was shown that economic factors encouraged the conversion 
from Japanese nails to Western nails.

研究分野：建築史

キーワード： 和釘　洋釘　併用　価額　角釘　丸釘
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　明治10(1877)年代後半を中心に和釘と洋釘が併用されたことを示したことで、当該年代における建築調査にお
ける年代判定の指標として和釘と洋釘の併用をこれに用いることのできることを示した。
　近代における木造建築は坪あたりの木材使用量は半減する一方、釘の使用量は坪あたり2.5以上となった。つ
まり、近代の木造建築は金具類の発達により従来の伝統的な技法が衰退したことを示した。
　なお、和釘＝角釘から洋釘＝丸釘への転換は我が国のみならず全世界的に行われたことを示した上で、この転
換時期において角釘と丸釘の併用があり、この時期が判明すれば全世界的に両釘の併用を年代判定の指標に用い
ることのできることを示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

１．研究開始当初の背景 
 

	 我が国における洋釘の普及は明治 20(1887)年代以後とする考え方は、安田善三郎が大正

5(1916)年に著した『釘』以来のものである。そして、この考えが発表以来 100 年以上の間、

和釘から洋釘への転換を考える場合の基本的な説、つまり“通説”となっており、村松貞次郎

『日本近代建築技術史』や、『建築大辞典』、百科事典類なども、この考え方を踏襲するものと

なっている。  
 ところで申請者らは、明治時代中期に建築された建築物の調査、国指定重要文化財の修理工事

報告書の調査などから、明治 10(1877)年代後半の時期は、建築の現場において、国内の広い地

域において、寺社、和洋の住宅、学校、議事堂など建物は種類を問わず、和釘と洋釘の併用が

広く行われたことを既に明らかにしている。積み上げられた事実からは、和釘から洋釘への転

換が、ある日を境にして突然に起こったのではなく、年単位となる併用期間を通じて進んだこ

とを示している。但し、このようなことは安田善三郎の『釘』には一言も述べられてはいない。  
 また、『釘』において、和釘が洋釘に転換した理由として、洋釘が和釘に比べて廉価であ った

ことを要因として指摘するものの、これまでの研究では和釘と洋釘の具体的な価格を数値とし

て示したものはない。つまり、従来の研究では和釘と洋釘において、対応する同一の長さを有

する両者が、どれ程の値で変遷を遂げたのかは明示されていない。和釘と洋釘について価格の

差違を示すということは、言うは易いが、証明することは極めて難しいことは明らかである。

それは、和釘の長さは尺寸系で、販売の際に古くは本数を基本とし、価格は円建てとするのに

対し、洋釘は長さが inch-feet 系、販売の単位は重量、価格が近代初期ではドル建てとなるの

が一般的であったためである。しかも、年代が離れた価格を比較する場合は、両者間の物価を

考慮して検討する必要がある。つまり和釘と洋釘の価格を比較するためには、長さ、販売単位、

通貨、物価などの一々について検討を重ねて考慮をした上で、和釘と洋釘の同等品について価

格の比較が初めて可能となるという、極めて煩瑣な手続きが必要となるわけである。また、長

い期間における価格の変動を見る場合は、これらの諸情報を漏れなく示す資料の発掘が必要で

あることは言うまでもなく、これらの条件が整った上で、はじめて比較が可能となる。  
 一方、洋釘輸入の創始について、関東では『釘』や石井研堂の『明治事物起源』は明治 10(1877)
年とし、関西では梅本商行による『釘とともに歩んだ 120 年』によれば、既に同社は明治 5(1872)
年頃に洋釘を扱ったとするが、いずれも推測の域を出るものではない。現存する建物で言えば、

明治元(1868)年建築と推定される長崎市の東山手十二番館附属屋においては洋釘の使用が確認

できるため、少なくともこの時期までには、何らかの形で洋釘の輸入が始まっていたと考えざ

るを得ないが、その実態を具体的に示す資料は提示されていない。  
 即ち、申請者の本研究に関するが問題意識-学術的な「問い」-は、①和釘と洋釘の併用の実態、

②和釘と洋釘の価格の変遷、③和釘と洋釘併用の背景、④洋釘輸入開始の時期の４点となる。 
 
２．研究の目的	

	 本研究は、大枠として近代における建築が近世における体系からどのようにして産み出され

て、現代に至るのかを明らかとすることと考えている。その中でも特に近代和風建築が近世と

の関係は色濃く持ちながらも、近代的な材料が登場し、これらを用いることで、意匠や構法に

どのような変革をもたらしたのかを検討したいと考えている。  
 そして、本申請では釘が和釘から洋釘にどのように転換を遂げたのかを、実証的に明らかにす

ることを標榜するものであるが、最終的には、洋釘が日本の建築にどのように浸透し、遂には

和釘を放逐することで、建築の現場ではどのようなことが起こったのかを検討したいと考えて

いる。その上で、本申請においては問題意識として上掲した 4 点について、具体的に解明を試

みる。  
 問題意識として挙げた１点目の①和釘と洋釘の併用の実態については、既に和釘と洋釘の併用

が明らかとなっている建築について、その併用の実態を調べるものである。これにより、当時

の人々がどのような意識で、和釘と洋釘を使い分けたのかを知ることができる。  
②和釘と洋釘の価格の変遷について、明治 20(1887)年代以後の価格について、申請者らは既に

明らかとしているが、これ以前については不明である。一段の資料調査等を通して、幕末期以

来の価格について考察を行う計画である。この点は従来、試みもなく、極めて独自なものと言



 

 

える。  
③和釘と洋釘併用の背景については、現在、和釘と洋釘の価格を明らかにしつつあるが、何故、

価格的に断然有利であった洋釘に対して和釘の併用が可能であったのかを検討するものである。

従来、明治時代初期において和釘の原料が輸入されたことにより、洋鉄を原料とした和釘、則

ち線香釘が広く製造されたとの報告はあるものの、その実態については明らかとはされていな

い。  
本申請においては、原料として輸入された洋鉄について、価格、流通量も含めて検討を行い、

和釘と洋釘の併用が可能となった背景を考察するものである。  
④洋釘輸入開始の時期については、前述の様に伝承の域を出るものではない。この点につ 
いては次項にも挙げる、幕末期の欧字新聞を通読することで、手掛かりの一端を掴めるもの 
と考えており、従来にない独自の成果が期待できる見通しである。 
 
３．研究の方法 

	 本研究は、実際の建築物と資料調査の両面から実施する計画である。 
①和釘と洋釘の併用の実態については、既に併用が明らかとなっている建築物 10 棟余につい

て、小屋裏なども含め精緻な建築調査を実施して、和釘と洋釘の併用の実態について明らかに

するものである。 
②和釘と洋釘の価格の変遷の研究については取得を予定している資料や、申請者らが既に収集

している明治時代における釘の価格を示す普請資料、釘の広告、統計資料、新聞資料を用いる。

これらにより、既に明らかにしている明治時代初期における和釘の価格と、明治時代を通して

の洋釘の価格を比較検討することで、両者の関係を実態的に検討することができるものと考え

る。予想として、明治時代末期において、洋釘の価格は明治時代初期における和釘の価格に際

して数十分の一になっていたものと推察しているが、最終的にはこの数字を明らかにする。 
③和釘と洋釘併用の背景については、和釘と洋釘の併用が確認できた明治 10(1877)年代におけ

る新聞各紙の商況欄に着目し、ここに記される洋釘類の動向を通覧することで、この時期にお

ける洋釘の動向を明らかとする。特に『日本経済新聞』の前身となる『中外物価新報』では明

治 9(1876)年の創刊以来、洋釘類について比較詳細な記載のあることを既に一部で確認してい

る。そのため、創刊から明治 20(1887)年代にかけての記載を通読して、洋釘類の記事を収集し、

これらを考察する。なお、この時期において洋釘類では、棹釘、鉄釘、釘鉄などを称される品々

が輸入されていることを確認している。これらが年次ごと、どの程度輸入され、和釘と洋釘の

併用を成立させたのかを検討したい。  
 更に、年代的にはこれに溯る、明治 3(1870)年に創刊された『横浜毎日新聞』の記載を検討す

ることで、和釘と洋釘が併用された建物について建築調査を実施し、使用の実態を更に明確に

把握することができると考えている。 
④洋釘輸入開始の時期については、これまで申請者が検討した明治 9(1876)年創刊の『中外物

価新報』や上述した『横浜毎日新聞』を溯る資料に頼る必要がある。幸い、江戸時代末となる

安政元(1854)年 1 月から明治 6(1873)年 12 月まで、国内で発刊された新聞については『日本初

期新聞全集』全 64 巻に編年複製がされているため、同書を参考とする。申請者は同全集所収

の紙面では一部に、洋釘類の記載のあることを既に確認している。そのため、同全集を通読す

ることで、幕末期から明治時代最初期における洋釘類輸入の動向が明らかになるものと期待で

きる。なお、この時期における洋釘類輸入の様相を明らかにできる資料は『The Japan Weekly 
Mail.』紙等が有効と考える。 
	 以上の作業により、幕末期から明治時代中期にかけての時期における和釘と洋釘の使用を実

態に即して明らかにするとともに、洋釘類輸入、和釘と洋釘の併用の様相、洋釘の価格面にお

ける和釘に対する優位性等について更に踏み込んで解明することができるものと考える。	

	

４．研究成果 

	 これまでに実施者が明らかとした近代における和釘と洋釘の併用の実態を踏まえ、その背景

について考察を実施した。	

	 実施者は既に明治 10(1877)年代後期は和釘と洋釘の併用の実態について明らかにしている

が、和釘と洋釘併用の背景及び和釘と洋釘の併用に至る背景について考察を行った。		



 

 

	 明治 9(1876)年に創刊された『中外物価新報』(現在の『日本経済新聞』)における記載に基

づき、和釘の原料とされた Nail-rod と、鉄釘(洋釘)の記事量から、明治 10(1877)年代におい

て両記事量が拮抗したものの、明治 20(1887)年代に掛け、鉄釘(洋釘）の記事量が圧倒したこ

とを示し、和釘と洋釘の併用を確認した。		

	 一方、Nail-rod の輸入開始時期については、『日本初期新聞全集』などに所収される英字新

聞を通覧することにより確認した。これによると、我が国に輸入後、和釘の原料とされた

Nail-rodは元治元(1864)年 4月 16日付『THE	JAPAN	HERALD.』で、この“Yokohama	Market	Report”

［和訳：横浜商況］における“IMPORTS.”	［和訳：輸入品］欄に	

IRON.	Nail-rod,･･････････････4.25	to	4.50	

とあるのが初見であった。以後、明治 20(1887)年代中期に至るまで、英字新聞において Nail-rod

の輸入を確認した。特に、Nail-rod の輸入終焉は、『中外物価新報』において釘鉄（Nail-rod）

の記事が見られなくなる時期と重なることを見出した。		

	 そして、明治時代初期における『横浜毎日新聞』の記載より、明治 6,7(1873,4)年頃から、

特に和釘の原料となった釘鉄（Nail-rod）の輸入が横浜において増大したことを明らかにした。	

	なお、個別研究として、明治 27(1894)年に庄内地震において被災した山居倉庫では、直後の

改修が和釘と洋釘の併用で行われたことを示した。	

	 次いで、我が国の近代における鉄釘の輸入と輸出の検討を行った。		

	 洋釘の輸入は明治 10(1877)年頃、明治 5(1872)年頃とする説が、従来は流布されていたが、

本研究では、陰暦明治 4(1871)年 8 月 23 日(陽暦 10 月 7 日)付『横浜毎日新聞』において	

外国商人輸出入	 八月廿二日	 両運上所輸入〈中略〉鉄釘五十斤	

とする記事から、少なくともこの時期には洋釘の輸入のあったことを明示した。ところで、洋

釘類としては、Nail-rod=釘棹が、元治元(1864)年から輸入されたこと既に示しているが、

Nail-rod は本来、西洋において洋釘を造るための材料として使われたが、我が国では輸入した

Nail-rod により和釘の生産が行われた。そのため製品としての和釘は、厳密には「洋鉄和釘」

と呼ぶべきものであった。輸入された Nail-rod は鉄材として広く流通し、素材としての和鉄の

価格を押し下げ、その結果、明治時代初期には和釘の価格も低下した。その結果として、広く

普及した洋鉄和釘は、使用が忌避された洋釘とともに、明治 10(1877)年代後半を中心とした時

期に併用が可能な価格であった。		

	 一方、我が国における釘類の輸出は、少なくとも明治時代中期から見ることができた。記録

の残る明治 15(1882)年の貿易統計においては、九州を中心とする港から東アジアの国々に、実

は和釘の輸出が行われていたことを確認した。数量は多いものではなかったものの、前述した

洋鉄和釘が諸国へ送り出されたのであろう。併せて洋釘の再輸出、洋鉄和釘の材料となる

Nail-rod の再輸出も確認することができた。我が国で洋釘=丸釘の生産が始まったのは明治

30(1897)年で、洋釘の輸出は少なくとも大正 3(1914)年から確認できる。輸出量が増進したの

は洋釘の原料であるWire	rod	の生産が国内で確立された昭和7(1932)年以後であったことを明

示した。	

	 続いて、建築資料として「仕様帳」を中心に、和釘と洋釘併用について考察した。加えて、

我が国における和釘と洋釘の変遷を世界史的観点から考察を行った。		

	 仕様帳については、明治 19(1886)年における国指定重要文化財の和歌山県旧中筋家住宅中蔵

についてものを検討し、この建物では和釘と洋釘が 46:54 の重量比で使われたことを示した。		

	 また、明治時代初期における太政官公文録中の建築仕様書における釘の記載を再検討するこ

とで、幕末期の天保元(1830)年から明治 12(1879)年における和釘の価額を考慮し、これに明治

年間における同寸法となる洋釘の価額を比較検討することで、和釘と洋釘が、明治 10(1877)年

代後半を中心に併用が進んだ理由を、経済的な観点から明示した。この考察に拠ると、和釘は

元治元(1864)年の Nail-rod 輸入以後、価額を極端に下落させた。元治元(1864)年における和釘

の価額に対して洋釘の価額は明治15(1882)年には 1/6、明治 44(1911)年には 1/15、昭和 2(1927)

年及び昭和 11(1936)年には最小となる 1/26 を記録した。	

	 世界史的観点における我が国における和釘と洋釘の変遷については、何故、洋釘に先行して、

国内では和釘の原料とされた Nail-rod が先行して元治元(1864)年から輸入がなされたのか、と

の考察を試みた。その結果、当時は欧米を含め、製釘のあり方自体、鍛造となる角釘生産の終

焉期であると同時に、Wire-rod を連続的に冷間加工することによる丸釘の大量生産を開始した



 

 

黎明期でもあったと判断した。かつてイギリスにおいても「手による釘の鍛造業は、急速に消

え去るべくあまりに根深い歴史的な産業であった」との事実を把握した上で、我が国において

も、和釘から洋釘の転換時においては同様のことがあり、先ずは和釘＝角釘の原料となる棒状

の角鉄材である Nail-rod が輸入され、国内で広く流通して角釘の製釘に寄与したと考察した。	
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